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1. はじめに 

近年，監視カメラの普及に伴い，高機能なサーベイラン

スシステムに対する関心が高まっている．一方，リソース

の制約，設置・運用コストの削減，個人のプライバシを

考慮した簡易なサーベイランスシステムに対するニーズ

も少なくない．そこで，本研究では，このような簡易なサ

ーベイランスシステムを対象とし，映像中に人物が存在

すると推定される領域（以下，人物領域）の抽出方法，

およびカメラ内・カメラ間での人物の追跡にソフトバイオ

メトリクスを利用する手法を提案する． 

2. 人物領域の抽出 

従来研究[1]では，MPEG符号化データの DCT係数

と動きベクトルを用いて人物領域を抽出し，フレーム間

で同じ人物領域を対応付けて人物が歩行した軌跡（以

下，人物動線）を取得することにより人物を追跡する手

法が提案されているが，人物領域の抽出精度には改善

の余地がある． 

そこで，本研究では，DCT 係数を利用した背景差分

法を使用する．当該手法では，人物の存在しないフレ

ームの DCT 係数を背景として保存し，人物の存在する

フレームの DCT 係数との差分を算出することで，変化

のある部分のみを検出して人物領域を抽出する．  

3. ソフトバイオメトリクスの利用 

人物領域から抽出される人物の身長と服の色をソフト

バイオメトリクスとして使用する．また，フレーム間におい

て，以下に示すソフトバイオメトリクスの類似度を算出す

ることにより，人物の追跡を行う． 

3.1 人物の身長 

カメラ iC 内の人物 aの身長を aiH , ，カメラ jC 内の人

物 b の身長を bjH , とし，類似度 hS を式(1)により算出

する． 
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3.2 人物の服の色 

DCT 係数の DC 成分に基づき，HSV 色空間におい

て色の情報を取得する．本研究では，H，S，V の値から

それぞれのヒストグラムを作成し，Bhattacharyya 距離に

基づく類似度を算出する[2]．いま，mビンからなる 2つ

のヒストグラムをそれぞれ qp, ，各ビンを uu qp , とし，2

つのヒストグラムの類似度 iS を式(2)により算出する． 
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さらに，H，S，V それぞれについて式（2）で求めた類似

度を VSH SSS ,, とし，人物の追跡に使用する類似度

cS を式(3)により算出する． 
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4. シミュレーション実験 

提案手法に基づき，人物を追跡するシミュレーション

実験を行った．ソフトバイオメトリクスとして人物の身長を

使用した場合，人物の服の色を使用した場合，人物の

身長と服の色を組み合わせて使用した場合の実験結

果の例を図 1に示す．図 1 より，人物の身長と服の色を

組み合わせて使用した場合の有効性が確認される． 

  
(a)人物の身長を使用した場合 (ｂ)人物の服の色を使用した場合 

 
(c)人物の身長と服の色を組み合わせて使用した場合 

図 1 人物の追跡結果 

5. まとめ 

人物の身長と服の色を組み合わせることにより，人物

の追跡精度が向上することが確認された． 
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